
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８春季生活闘争 第 7回回答集計について 
連合本部は、２０１８春季生活闘争につき、７月４日（水）１０時時点で取りまとめた回答集

計について、次の通り報告した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 連合北海道における妥結報告（７月５日現在）のあった組合は２１４組合で、エント

リー組合の 9 割弱が妥結に至った。そのうち集計可能組合の１９１組合（昨年比▲８）

における月例賃金の加重平均は、5,609 円(定昇・ベア込)で、昨年同時期の 5,109 円を

500 円上回った。特に、300 人未満の 154 組合では、昨年を 519 円上回る 4,629

円となっており、率は依然として 2%を超えている。  

【組合規模別賃上げ状況  2018 年 7 月 5 日 連合北海道集計】 

組合規模 
集計 

組合数 

対象組合 

人数 

加重平均 妥結額・率 

(定昇･ベア込) 

昨年実績額・率 

(定昇･ベア込) 
昨年比 

～ ９９人 

１００～２９９人 

１０５ 

４９ 

４，８８３ 

８，７６９ 

４，０１２円（1.８２％） 

５，０１０円（2.１７％） 

３，６１６円（1.72％） 

４，４０６円（1.98％） 

+３９６円（+0.10） 

+６０４円（+0.19） 

３００人未満計 １５４ １３，６５２ ４，６２９円（2.0４％） ４，１１０円（1.89％） +５１９円（+0.15） 

３００～９９９人 

１，０００人～ 

３０ 

７ 

１４，８１２ 

１２，６９０ 

５，２１０円（1.9６％） 

６，９０１円（2.48％） 

４，９９５円（1.91％） 

５，９３３円（2.12％） 

+２１５円（+0.05） 

+９６８円（+0.36） 

３００人以上計 ３７ ２７，５０２ ６，０３６円（2.2２％） ５，４６４円（2.02％） +５７２円（+0.20） 

計 １９１ ４１，１５４ ５，６０９円（2.1７％） ５，１０９円（1.99％） +５００円（+0.18） 
  

 地場・中小組合の中には、交渉が継続している組合、これから交渉に入る組合も多数存在する。 

 連合北海道は、引き続き、産別・地協との連携を密にして、未解決組合の交渉追い上げに全力を

尽くすとともに、並行して賃金実態調査（地域ミニマム運動）を行い、今次春闘の賃上げ状況の把

握と、来期春闘の下準備に取り掛かる。 
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○ 「底上げ・底支え」「格差是正」に重点を置いて月例賃金にこだわった闘争を進めた結果、

6月末時点で、月例賃金改善を要求した5,877組合のうち約9割が妥結に至った。そのうち月

例賃金改善を獲得した組合が2,010組合で、これは昨年同時期を710組合上回っている。  

○ 「賃上げ」の流れは、企業規模にかかわらず、依然力強く維持されている。とりわけ300人

未満の中小組合は「賃上げ分」の率では大手組合を上回るなど、2016春季生活闘争から提起

してきた「大手追従・大手準拠などの構造を転換する運動」の定着・前進を示す回答を引き

出しており、賃金水準の規模間格差是正に向けた前向きな動きであると評価する。  

○ 非正規労働者の賃上げ額は、時給・月給とも昨年同時期を上回っている。引き出した回答

が適用される労働者数も約11万4千人増となり、80万人に迫っている。  

○ 「インターバル規制の導入」「年次有給休暇取得促進」の取り組み数大幅増に示される長時

間労働是正、「無期労働契約転換」「一時金支給」「福利厚生・安全管理」など職場におけ

る均等待遇実現、および男女間賃金格差是正に向けた取り組みなど、労使による真摯かつ前

向きな交渉・協議により、先行的に職場の基盤づくりが進められた。 

 

◎引き続き、エントリー・要求・妥結情報を集約中（９月末日まで）ですので、連合北海道 2018 春季生活闘争

本部までお知らせ下さい。 

  担当：山田・勝又・小野寺・渡辺・馬場 （TEL 011-210-0050   FAX 011-272-2255） 

 


